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Ⅱ-02 部材手当確認 
 

部材手当確認の役割 
原材料の必要数に応じて、部材の過不足を一覧として把握可能になり、発注漏れの防止につながります。 

在庫の過不足を表現し、「部材発注入力」へ遷移することで在庫を差し引いた部材発注が可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作上の注意 

①項目移動について 

項目移動は  Enter キーまたはマウス操作で可能です。 

項目により移動は矢印（↑ ↓）キーでも可能です。 

 

②マスター表示機能 

抽出条件指定の際に項目欄でスペースキー押下にてマスター参照が可能ですが、 

一般的には直接コード入力で操作する手順を推奨します。 

理由は、マスターが肥大化すると参照画面の表示に時間が掛り、軽快な入力処理を妨げる恐れがあるため

です。 

 

③処理の終了 

 処理を終了する場合は、右下の終了から画面を閉じてください。 
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部材手当確認の構成 

部材手当確認は以下の機能で構成されています。 

 

条件抽出画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日付の指定 

抽出条件の指定 

オプションの指定 

抽出条件のクリア 

抽出条件を範囲または 

個別で指定できます 

左クリック：降順で並べ替え 

右クリック：昇順で並べ替え 

在庫数：在庫不足の場合ピンクで表示 

発注数：仕入があり、受注残がある場合オレンジで表示 

過不足：マイナス(不足)の場合赤で表示 

並び替えの解除 

該当品番を 

企画発注入力の

修正で開く 

チェックを付けた

部材の発注画面

を表示 

部材発注の 

対象をチェック 

抽出条件を基に 

結果を表示 
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抽出条件の指定 

1． 日付の指定 

「発注日」「工場納期」を指定します。 

例 2024年 4月 1日 → 0401 と入力 (当年の場合、西暦の省略が可能です。 

「発注日」「工場納期」の文字または   アイコンをクリックにて、カレンダー形式での入力が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

2． 抽出条件の指定 

項目毎に個別指定と範囲指定が可能です。 (未入力の場合、全ての項目を対象とします。) 

 ※区分は「バルク」「サンプル」のチェックによる指定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック 

＜個別指定＞ ＜範囲指定＞ 



生産管理システム 

 

4 

 

3． オプション項目の指定 

「手当が不足している部材のみを出力する」 

 過不足欄がマイナスになっている部材を出力対象とします。 

 

「工場の在庫が不足している部材のみを出力する」 

 在庫数がピンク(工場在庫が不足)の部材を出力対象とします。 

 

4． 抽出結果の表示 

 表示  ボタン押下にて抽出条件を基に結果を表示します。 
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抽出結果画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「A．部材一覧」 

   仕入先(在庫拠点)ごとに「要数」「在庫数」「引当数」「発注残」「過不足」の確認ができます。 

    ※同色柄であっても「規格」「単価」違いの場合、別部材として扱われます。 

 

   【要数】   品番と紐づく部材の要数の合計を表示します 

   【在庫数】 各所在地の在庫合計を表示します 

           ※使用する部材が不足している場合、ピンクで表示されます 

    【引当数】 部材仕入に対し行われた、引当の合計を表示します 

   【発注残】 部材発注に対し、部材仕入が行われていない発注の残数の合計を表示します 

          ※部材発注数より少ない部材仕入が行われている場合、オレンジで表示します 

          ※発注残数がマイナスの場合「0」として表示します 

   【過不足】 要数に対する、「在庫数＋引当数＋発注残」を表示します 

          ※要数を下回る場合、マイナス表記となり、赤で表示されます 

 

   セクション内で右クリックすることで「クリップボードにコピー」が表示され、内容をコピーすることができます。 

 

 

 

A 

B 

C D 

E 
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「B．要数内訳」 

 予定部材に登録されている品番を表示します。 

※品番ごとの要数他、品番情報を表示 

 

 企画発注列のボタン押下にて、修正モードにて、企画発注入力を開きます 

 

 

 

 

 

 

「C．在庫内訳」 

   在庫情報を所在地ごとに表示します。 

 

「D．発注内訳」 

   該当部材の発注情報を発注明細ごとに表示します。 

 

「E．部材発注、中止、終了」 

 

   【部材発注】 Aでチェックを付けた部材を対象とした、部材発注入力画面を開きます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中止】 条件抽出画面に戻ります 

 

【終了】 処理を終了します 


